
 

 

 

 

リチウムイオン電池の研究で John B. Goodenough 先生、M. Stanley 

Whittingham 先生、 吉野彰先生が 2019 年度のノーベル化学賞を受賞されました。  

固体イオニクスの重要な応用分野の一つであるリチウムイオン電池の研究での受賞

は、本会にとっても大変喜ばしいことであります。固体の中をイオンが高速で拡散す

る現象を利用して開発されたリチウムイオン電池は、エネルギー密度が高い電池とし

て我々の生活を豊かにした革新的なデバイスです。 John B. Goodenough 先生、M. 

Stanley Whittingham 先生、 吉野彰先生は、その開発に大きく貢献されました。  

John B. Goodenough 先生、M. Stanley Whittingham 先生は長年に渡り，本会と深

いつながりのある International  Society for Solid State Ionics（ISSI）の会員として、

固体イオニクス分野の発展に大きく貢献されてこられました。特に、M.Stanley 

Whittingha 先生は、2009～2011 年に ISSI の会長、 Solid State Ionics 誌の初代編

集長を務められました。  

心から敬意とお祝いを申し上げます。 

 

2019 年 10 月 10 日 
代表理事・会長  菅野了次 

祝・2019 年ノーベル化学賞受賞 
John B. Goodenough 先生 
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吉野彰先生 


